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吉
野
杉
を
内
装
に
使
い
、
奈
良
県
産
の
食
材
を
使

っ
た
料
理
を
提
供
す

る
カ
フ

ェ
な
ど
が
入
る
複
合
施
設

「
フ
ォ
レ
ス
タ
虎
ノ
門
」
が
１５
日
、
東

京
の
官
庁

・
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
ど
真
ん
中
、
港
区
虎
ノ
門
１
丁
目
に
オ
ー
プ

ン
す
る
。
日
本
橋

二
二
越
前
の
県
施
設

「奈
良
ま
ほ
ろ
ば
館
」
に
次
ぐ
、

施

設
は
広

さ
約

６
０
０
平
方

研
。

「森
カ
フ
ェ
」
と
名
付
け
ら

れ
た
飲
食
店

（
約

３
０
０
平
方

Ｍ
）
は
客
席
が
７０
席
。
内
装
に
川

上
村
産
の
吉
野
杉
約
２
０
０
本
を

使
い
、
緑
の
箸
袋
に
入

っ
た
割
り

箸
を
、
杉
の
丸
大
に
枝
の
よ
う
に

差
し
た
独
特
の
デ
ザ
イ
ン
だ
。
吉

野
町
の
観
光
を
″
ピ
ー
ル
し
、
地

元
の
酒
や
吉
野
葛
、
卵
、
シ
イ
タ

ケ
な
ど
使
う
。

印
刷
の
受
注
窓
口

「プ
リ
ン
ト

ワ
ー
ク
ス
」
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
展

一杢
欺
売
の

「
レ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
」

な
ど
も
あ
り
、
３
月
中
旬
に
は
、

県
主
催
の

「
吉
野
材
を
使

っ
た

『暮
ら
し
の
道
具
』
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ペ
」
の
発
表
会
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。

芦
野
の
特
産
品
の
割
り
箸
と
縁

が
深
い
箸
袋
製
造
で
国
内
ト
ッ
プ

の
溝
端
紙
工
印
刷

（和
歌
山
県
か

が
運
営
す
る
。

溝
端
紙
工
印
刷
は
、
前
身
を
含

め
る
と
創
業
１
０
０
年
を
超
す
老

舗
企
業
で
、
紙
お
し
ば
り
や
紙
ナ

フ
キ
ン
な
ど
の
紙
製
品
を
製
造
す

る
。
溝
端
社
長
は

「吉
野
地
方
の

割
り
箸
を
扱

っ
て
き
た
感
謝
を
込

め
る
と
と
も
に
、
木
と
箸
の
関
係

を
印
象
づ
け
る
デ
ザ
イ
ン
を
採
り

入
れ
、
森
林
の
循
療
機
能
や
間
伐

材
活
用
と
い
う
林
業
の
価
値
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
話
す
。

県
農
林
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

は

「虎
ノ
門
と
い
う
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
街
に
奈
良
の
食
材
を
扱
う
店

が
で
き
る
の
は
大
き
い
」
と
期
待

を
寄
せ
る
。

フ
ォ
レ
ス
タ
虎
ノ
門

（∞

・
５

５
１
０

・
６
８
２
５
）
は
郵
政
福

祉
琴
平
ビ
ル
ー
階
。
営
業
時
間
は

午
前
７
時
半
～
午
後

ｎ
時
。
無

体
。

「
フ
ォ
レ
ス
タ
虎
ノ
門
」
の

「森
カ
フ
ェ
」
店

内
。
い
す
の
デ
ザ
イ
ン
は
割
り
書
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
―
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
１
丁
目

東京0虎ノ門で
｀
奈良、PR
新
拠
点

ビ
ジ
ネ
ス
街
の
真
ん
中
に

産食材の飲食店も

新
た
な
奈
良
の
Ｐ
Ｒ
拠
点
に
な
り
そ
う
だ
。

（
神
野
武
美
）

旧県
　
つ
ら
ぎ
町
）
の
グ
ル
ー
プ
企
業

「き
ん
だ
い
」

（溝
端
正
社
長
）


